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２．研究業績要旨（1,000 字以内） 

摂取した食品が生体においてその機能を発揮するか否かは、吸収量、代謝・蓄積の程度

によって決定される。これまでに、機能性食品因子としてジ・トリ低分子ペプチドに着

目し、高血圧、動脈硬化、糖尿病、認知症予防作用を実証するとともに、新たに構築し



た種々の高感度・高選択的分析法によって生体利用性の側面からも多くの学術的成果を

上げてきた。以下、これまでに明らかにしてきた研究成果を概述する。 

1) 低分子ペプチドの生体調節作用 

ペプチド摂取によって軽症高血圧者の血圧が改善されること、ならびに糖尿病、動脈硬

化進展、アルツハイマー型認知症を改善するなど、ペプチドバイオロジーを牽引する先

駆的な成果を挙げてきた。すなわち、①イワシすり身のアルカリプロテアーゼ分解物を

吸着樹脂/10％エタノールによって無味無臭化し、高血圧を予防する新たな機能性ペプチ

ド画分の調製に成功している。②血圧低下作用を示すジペプチドの作用機構は血管を作

用場とするカルシウムチャンネルブロッカー様作用であり、従来説であるレニン-アンジ

オテンシン系での ACE 阻害説を覆す新たなプチド機能を初めて報告してきた。また、ジ

ペプチド配列によって生理作用は異なり、経口摂取によって動脈硬化予防作用や認知症

改善作用があることを示している。 

2）低分子ペプチドの生体利用性とその評価法の構築 

アミン誘導体化カラムスイッチング HPLC 法や質量分析法などのペプチドの高感度分

析を可能とする分析法を構築し、摂取したペプチドがそのままの形で体内吸収され、臓

器蓄積することを世界に先駆けて実証している。また、in situ での臓器蓄積評価を可

能とする MALDI-MS イメージング法を設定し、摂取したジペプチドが血液脳関門を通過

し、脳実質に蓄積することを初めて実証している。 

3）ペプチド機能を予測できる in silico法の食科学研究への展開 

リガンドペプチドの生理機能予測を可能とする分子動力学的予測法を食機能研究に導

入し、7回膜貫通型受容体であるアディポネクチン受容体の設計と MDシミュレーション

を実施し、糖尿病改善に資するアディポネクチン様ペプチドの分子設計に成功している。 

 以上の研究成果は、生理作用と生体利用性の両面からの追究が食機能を評価する上で

重要であることを示している。 
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（3） 過去 5 年間の本学会での活動状況 

 

① 日本栄養・食糧学会誌編集委員会委員（2020 年 5 月〜現在） 

② 日本栄養・食糧学会 用語編集委員会委員（2020 年 5 月〜現在） 

③ 日本栄養・食糧学会宇宙食専門認定制度検討委員会 副委員長（2022 年 5 月〜現在） 

④ 九州・沖縄支部参与（2010 年〜現在） 

⑤ 国際栄養学会（2nd IUNS-ICN2022, Tokyo）プログラム委員（Track 7）（2019 年 4 月

〜2023 年 1 月） 

⑥ 第 78回日本栄養・食糧学会大会（2024年 5月）実行委員会委員 

⑦ 大会シンポジウム関係 

2023 年 5 月 第 77 回日本栄養・食糧学会大会シンポジウム（食品タンパク質由来の健康

機能性ペプチド研究の最前線）（企画・世話役）および講演（脳移行ペプチドの現状と今後） 

2020 年 5 月 第 74 回日本栄養・食糧学会大会シンポジウム（食科学研究を支える「ぶん

せき」力の今）（企画・世話役）および講演（食品成分の吸収と MS 分析） 

⑧ 大会座長 

第 74 回大会、第 75 回大会、第 76 回大会 

 

 

（４） 特記事項 

受賞関係 

1) 2016 年 平成 28 年度日本栄養・食糧学会技術賞「混合揉捻法を活用したヘスペリジン

可溶化技術の開発」（宮田裕次、田中 隆、田中一成、松井利郎） 

2) 2020 年 2019 年度（令和元年度）第 24 回安藤百福賞優秀賞「ジペプチドの健康維持機

能に関する研究」 

3) 2023 年 2022 年度（令和 4 年度）飯島藤十郎食品科学賞「ペプチドの生体調節機能と

生体利用性に関する分析化学的研究」 

4) 2023 年 2023 年度（令和 5 年度）文部科学大臣表彰 科学技術賞（開発部門）「高血圧

予防を基幹とする機能性ペプチド素材の開発」 

 

その他学術団体からの受賞 5 件 


